
３月２２日—２３日 岩手県釜石市への救援物資の輸送について      ３月２２日 

  

○釜石市の野田市長、佐々副本部長から、避難所以外の住民への灯油と米がなくて困

っているとの連絡をうけ、津波の被害の大きい岩手県釜石市に、建設トップランナー倶楽

部幹事会有志が、救援物資を届けることになりました。 

 

○３月２２日午後出発、２３日朝に釜石市役所物産センターに荷下ろしの予定。 

搬送先 釜石市  野田市長、佐々副本部長。 

 

○主な同行予定者 冨士建設、慶大米田雅子 

 

○主な輸送物資 

  ・お米 ２トン（岐阜県和仁農園の特選米、５キロ入り４００袋）添付写真   

  ・灯油 （愛知県 梅村様、和仁様から提供） 

  ・食料、乾電池、介護用品、生活用品など（文字様、瀬戸様ほか） 

  （長瀬様にはドラム缶を調達してもらいました） 

 

○荷積み場所 冨士建設 

 神奈川県足柄上郡中井町井ノ口の冨士建設（文字社長、電話 0465-81-0070、東名高

速 「はたの中井」から１分）で、２２日午後に、荷物をトラックに積んで出発。 

 

  

  岐阜県奥飛騨 和仁建設の特選米２０００キロ 


